
あけまして 

おめでとうございます 

平成15年新たな年を迎えた私たちの緑あふれる 

ふるさと方城町の上空からの姿です。 
本年がみなさまにとって良い一年でありますように。 

亡ー 2003年 
（平成15年） 

』翻皿開 
第226号 

町の人口（平成14年11月末） 

男 3,769人 

女 4,156人 

計 7 ,925人 

世帯数 3 ,003世帯 

笑顔が、緑が、自然がキラキラ 

方城町 



方城町情報公開条例が制定されました 

ご》~ 
白石博文 

慶
賀
新
春
 長

 
町
 

城
 

方
 

己
 

克
 

江
 

堀
 

長
 

議
 

会
 

議
 ー

 
2
0
0
3
年
あ
け
ま
し
て
お
め
 

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

皆
々
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
 

輝
か
し
い
新
春
を
お
健
や
か
に
お
 

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

昨
年
は
地
元
経
済
を
支
え
た
産
 

炭
地
域
関
係
諸
法
、
地
域
改
善
対
 

策
事
業
等
が
失
効
し
先
の
見
え
な
 

い
経
済
不
況
も
相
ま
っ
て
、
企
業
 

の
倒
産
、
再
編
等
で
失
業
者
が
増
 

加
し
て
い
ま
す
。
 

国
に
お
け
る
財
政
再
建
の
遅
れ
、
 

政
治
の
混
迷
を
も
ろ
に
受
け
地
方
 

財
政
に
厳
し
い
状
況
を
も
た
ら
し
 

た
一
年
間
で
し
た
が
町
民
の
ご
理
 

解
と
ご
支
援
に
よ
り
、
人
づ
く
り
 

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
 

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
町
政
 

に
対
す
る
ご
理
解
と
絶
大
な
ご
協
 

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
 

す。 
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
昨
年
も
 

着
実
に
発
展
へ
の
基
盤
を
固
め
て
 

ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
新
年
 

を
迎
え
、
本
町
の
一
段
の
躍
進
を
 

期
し
ま
し
て
、
清
新
の
気
が
み
な
 

ぎ
る
も
の
を
覚
え
ま
す
。
 

ご
承
 

知
の
と
お
り
、
昨
年
ほ
ど
国
や
地
 

方
公
共
団
体
で
、
網
気
粛
正
が
言
 

わ
れ
た
こ
と
は
か
つ
て
な
い
こ
と
 

で
あ
り
ま
す
。
町
政
を
あ
ず
か
る
 

11
 

月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
 

ま
し
た
、
方
城
町
情
報
公
開
条
例
策
定
 

審
議
会
の
答
申
が
、
 12
 

月
2
日
行
わ
れ
、
 

12
 

月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
 
15
 

年
4
月
1
日
よ
り
 

情
報
公
開
制
度
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
 

な
り
ま
す
。
 

町
民
の
皆
様
方
と
と
も
に
開
か
れ
た
 

ク
リ
ー
ン
な
町
政
を
推
進
し
て
行
く
考
 

え
で
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
 

指
導
ご
協
カ
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て
の
 

ご
質
問
等
に
つ
い
て
は
、
役
場
総
務
課
 

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

、
 必纂電U 誉鷺 U1 響c t 必 

私たちは地域住民から社会福祉に関わる相談に応じ、さまざまな 

支援を行う「民生委員・児童委員」です。私たちは、地域に根ざし 

た福祉活動を展開し、あたたかな地域社会づくりをめざしています を
押
し
進
め
る
べ
く
方
城
中
学
校
 

舎
の
改
築
、
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
 

児
童
セ
ン
タ
ー
等
の
建
築
工
事
も
 

着
々
と
進
ん
で
い
る
所
で
あ
り
ま
 

す。 
又
、
方
城
町
情
報
公
開
条
例
の
 

制
定
、
乳
幼
児
医
療
費
無
料
を
6
 

歳
ま
で
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
が
 

で
き
ま
し
た
事
は
、
少
子
化
対
策
 

の
一
助
と
な
り
、
又
情
報
公
開
条
 

例
は
住
民
が
さ
ら
に
町
政
に
関
心
 

を
持
ち
町
づ
く
り
に
参
画
で
き
る
 

一
歩
で
あ
る
と
確
信
す
る
所
で
あ
 

り
ま
す
。
 

さ
て
、
平
成
 15 

年
度
は
市
町
村
 

合
併
問
題
が
最
大
の
課
題
と
な
り
 

ま
す
。
 

私
た
ち
町
議
会
議
員
は
、
町
民
の
 

厳
粛
な
信
託
を
担
っ
て
い
る
町
民
 

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
そ
の
人
 

格
と
倫
理
の
向
上
に
努
め
、
町
民
 

の
信
頼
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
と
考
え
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
今
日
の
厳
し
い
財
政
状
 

況
の
中
で
、
皆
様
に
は
何
か
と
ご
 

負
担
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
 

一
層
の
配
慮
を
し
な
が
ら
、
最
大
 

限
に
、
有
効
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
 

う
、
私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
 

ま
し
て
も
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
 

ざ
い
ま
す
。
 

ど
う
か
、
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
 

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
 

。
 

黒愁轟点無嘉癒‘姦遺勲轟，無蒸総轟真蒲舞麟嚇俸麟鱗声舞舞講舞麟緋編，麟織締，麟，爵需嚇織議舞織舞織麟毒麟 
・ー人暮らしをしている高齢者の安否を確認したり、介護に関わる相談に応じています。 

・地域のお母さん方とともに子育ての仲間づくりをしています。 

子どもたちの遊び場に危険個所がないか、地域を点検しています。 

児童相談所、学校等と協力して、いじめや児童虐待などの予防活動に取り組んでいます。 

地域のすべての人が、地域社会の中で安心してくらせるようにさまざまな相談にのっています。 

歩道の段差の解消やスロープの設置など人にやさしいバリアフリーのまちづくりに協力しています。 

・自治体などと協力して地域の福祉二ーズを調査する活動を行っています。 

黒姦鰍三黒地域編蟻I醸ま購愈民焦委息舌点；児薫委員薦 

民生委員・児童委員は、全ての地域に配置され、活動を行っています。 

方城町は20人の民生委員・児童委員が活動しています。 

■民生委員・児童委員は安心して 

類談麟競蒸織蘇癒轟懸燕轟騒轟 

民生委員は、「民生委員法」によって設置が 

定められています。そしてすべての民生委員は、 

「民生委員法」によって、児童委員を兼ねて 

います。また、民生委員・児童委員の中には、 

児童福祉を専門に担当し、活動する「主任児童 

委員」がいます。いずれも任期は3年間です。 

■秘蜜は痢燕 4i..ま編熟麟麟議議綴議議篇繍欝濡議 

民生委員・児童委員には守秘義務があり、相 

談内容や秘密が他に漏れることはありません。 
方城町民生・児童委員会視察研修（椎田町児童館） 

ン ' 
こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
今
 

年
3
月
ま
で
市
郡
の
首
長
、
議
会
 

議
長
、
助
役
、
担
当
課
長
で
田
川
 

市
郡
合
併
を
考
え
る
勉
強
会
を
勢
 

力
的
に
行
い
、
で
き
る
か
ぎ
り
住
 

民
に
そ
の
情
報
を
提
供
し
、
直
接
 

町
民
と
の
対
話
を
実
施
し
て
、
合
 

併
に
つ
い
て
の
賛
否
や
そ
の
方
向
 

制
を
町
民
の
意
思
に
よ
り
決
定
し
 

て
い
た
だ
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
 

平
成
 14 

年
度
の
厳
し
い
状
況
を
受
 

け
、
今
年
度
は
自
立
で
き
る
町
を
 

目
指
し
て
行
財
政
改
革
の
推
進
に
 

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

本
年
度
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
 

は
、
①
市
町
村
合
併
問
題
②
農
業
 

基
盤
整
備
③
人
権
、
学
校
教
育
、
 

ー

 

う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
 

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
 

た
し
ま
す
。
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児
童
対
策
の
推
進
④
医
療
保
険
の
 

充
実
⑤
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
整
備
 

基
本
計
画
の
策
定
⑥
温
泉
施
設
の
 

建
設
、
以
上
6
項
目
を
重
点
政
策
 

と
定
め
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
 

あ
た
り
、
私
は
職
員
共
ど
も
グ
レ
ー
 

ド
ア
ッ
プ
に
つ
と
め
、
町
政
の
活
 

路
を
真
撃
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
 

い
る
所
存
で
す
。
 

住
民
参
画
型
の
魅
力
あ
る
町
づ
 

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
 

今
後
と
も
ご
鞭
捷
を
い
た
だ
け
れ
 

ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
 

皆
々
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
 

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
 

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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国民年金には、 

保険料免除制度があります！ 
長い人生のなかには、経済的な理由からどうしても 

保険料を納められない時があるかもしれません。 

そのような時のために、『保険料の申請免除』という制度があります。 

一定の所得以下の被保険者を対象として申請に基づき免除されます。 

r 

「申請免除」には、保険料の納付が全額免除される 

「全額免除」 と、半額が免除され残りの半額分の 

保険料の納付が必要な 「半額免除」 があります。 

免除の基準等は以下のようになっています。 

保険料 保険料は全額免除されます。 

国民年金キャラクター 

『ピッコ口くん』 

半額免除  、 
、 

保険料は半額免除されます。（月額の半額を納めることになります） 

納めなかった場合、未納期間となりますのでこ注意ください。 

免除になっている 
期間の年金額の 

計算 
（受け取る年金額） 

免除の承認を受けた期間については 

保険料を納めた場合のレ3 
1/3 

（国庫負担） 

、 ノ 

ここが年金額となります 

免除分 

つ 

~ 

~ 

~ 

~ 

-J 

免除の承認を受けた期間については 

保険料を納めた場合の2/3 
2/3 

（国庫負担） 
‘旦I除宇d井 

半券覇g発分i 半額免除分i 

確定申告亡納税は 
正しくお早めに 
●所 得 税 3月17日 

●贈 与 税 3月17日 

●消費税及び地方消費税 3月31日（月） 
（個人事業者） 

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
所
得
な
ど
を
 

計
算
し
、
税
金
を
算
出
し
て
納
付
す
る
申
告
納
税
 

制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
 

所
得
税
 

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
 

①
昨
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
、
配
 

偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
 

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収
が
2

千
万
円
を
超
 

え
る
人
や
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
 

金
額
が
 20 

万
円
を
超
え
る
人
 

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
 

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
個
人
事
業
者
 

①
平
成
 14
 

年
中
の
課
税
売
り
上
げ
高
が
3
千
万
円
を
 

超
え
る
事
業
者
 

②
平
成
 14
 

年
中
の
課
税
売
上
高
が
3

千
万
円
以
下
の
 

事
業
者
で
「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」
 

を
提
出
し
た
事
業
者
 

贈
与
税
 

贈
与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
 

個
人
か
ら
年
間
ー
1
0

万
円
を
超
え
る
財
産
を
 

も
ら
っ
た
人
 

× ここか年金額一なIjます ノ 

免除基準 

本人、配偶者、本人の属する世帯の世帯主のいずれもが以下の基準のどれかを満たしていること。 

①前年の合計所得額が、次の額以下の場合です 
（扶養親族等の数＋1 ）×35万円＋24万円 

単身世帯の場合は35万円となります。 

①前年の合計所得額が 姿の額以下の場合です。 

（扶養親族等の数×38万円）+68万円 

※扶養親族が所得税法に規定する老人控除対象配偶者または 
老人扶養親族である時は 1 人につき 48万円 

※扶養親族等が所得税法に規定する特定扶養親族である時は 
1 人につき ’ 63万円 

単身世帯の場合は68万円となります。 

②本人の属する世帯の中に生活保護法による生活扶助以外の扶助その他の援助があって厚生労働省令で定めるものを受けいれている人がいるときゴ 
③障害者または寡婦であって、前年の所得が1 25万円以下のとき。 

④保険料を納付することが著しく困難である場合として、天災その他厚生労働省令で定める自由があるとき。 

＜注意事項 

全額免除の基準に該当する場合、全額免除か半額免除かどちらかを選ぶことができます。 

●その他、共通事項 ；白 糸肉 免除期間の保険料を納めることができるようになった場合は、10年以内であればさかのぼって納める 

ーー リ”」 ことができます。ただし、免除を受けた年度から2年を過ぎると加算金がつきますのでこ注意ください。 

申請場所および方法年金手帳と印鑑をお持ちになって、役場で申請して下さい。 申請場所および方法 

詳しくは、住民課年金係（内線141）までお問い合わせください。 
 ノ 

申
告
す
れ
ば
税
金
が
還
付
さ
れ
る
場
合
 

①
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫
等
か
ら
住
宅
 

口
ー
ン
の
融
資
を
受
け
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
 

た
と
き
。
 

②
火
災
や
風
水
害
、
盗
難
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
と
 

き。 

③
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
。
 

④
勤
め
を
年
の
途
中
で
や
め
て
、
再
就
職
し
て
い
な
 

い
と
き
。
 

な
お
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
は
、
 

2
月
 17
 

日
以
前
で
も
田
川
税
務
署
で
受
け
付
け
て
 

い
ま
す
。
 

平
成
 14 

年
分
の
法
定
調
書
の
提
出
期
限
 

は
ー
月
 31 

日
（
金
）
で
す
。
 

主
な
法
定
調
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
と
給
与
支
払
報
告
書
 

⑥
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票
と
特
別
徴
収
票
 

⑥
報
酬
、
料
金
、
契
約
金
及
び
賞
金
の
支
払
調
書
 

⑥
不
動
産
の
使
用
料
等
の
支
払
調
書
 

⑥
不
動
産
等
の
譲
受
け
の
対
価
の
支
払
調
書
 

田
川
税
務
署
 の
出
張
納
税
相
談
 

平
成
 14 

年
分
確
定
申
告
に
伴
う
田
川
税
務
署
職
員
に
よ
る
 

出
張
納
税
相
談
を
方
城
町
で
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
 

■
日
時
 
2
月
 26 

日
（
水
）
 

9
時
5
 12 

時、 

13 

時
5
 16 

時
 

■
場
所
 
方
城
町
役
場
1
階
会
議
室
 

■
問
い
合
わ
せ
先
 
方
城
町
役
場
 
税
務
課
 

公
（
2
2
)
0
5
2
0

（
内
線
1
3
1

・
1
3
2
) 

5 広報ほうじよう 2003年（平成15年）1月 2003年（平成15年）1月 広報ほうじよう 4 


